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食
料
へ
の
権
利
に
基
づ
く
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
の
問
題
点
（
土
屋
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二
九

食
料
へ
の
権
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基
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く
主
要
農
作
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種
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廃
止
の
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題
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・
撤
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法
に
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審
査
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必
要
性
（
中
）
─
─

土
　
屋
　
仁
　
美

二
　
生
命
・
健
康
・
文
化
に
基
づ
く
食
料
へ
の
権
利

　
今
日
の
食
料
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
国
連
の
特
別
報
告
者
で
あ
るM

ichael Fakhri

は
、
食
料
へ
の
権
利
よ
り
も
私
的
利
益
を
優
先

す
る
貿
易
協
定
と
経
済
政
策
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
自
由
貿
易
ル
ー
ル
と
輸
出
志
向
型
の
農
業
政
策
か
ら
恩
恵

を
受
け
る
少
数
の
企
業
関
係
者
に
権
力
が
集
中
し
、
安
全
の
確
保
や
知
的
財
産
権
の
保
護
を
装
っ
た
措
置
に
よ
り
、
小
規
模
農
家
等
が
不

利
に
な
っ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る（（
（

。
な
か
で
も
種
子
は
、
世
界
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
な
要
素
で
あ
る
。
種
を
支
配
す
る
こ
と
は
、

生
命
そ
の
も
の
を
支
配
す
る
こ
と
で
あ
り
、
種
子
価
格
の
上
昇
は
、
農
家
の
利
益
だ
け
で
は
な
く
、
消
費
者
の
食
品
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
得
る（（
（

。
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⑴
　
国
際
人
権
法
に
お
け
る
十
分
な
食
料
へ
の
権
利

　
従
来
、
貿
易
政
策
は
主
に
経
済
的
枠
組
に
焦
点
が
当
て
ら
れ（（
（

、
経
済
成
長
が
飢
餓
を
根
絶
す
る
と
主
張
さ
れ
て
き
た（（
（

。
品
種
開
発
を
行

う
企
業
も
、「
持
続
型
農
業
と
食
糧
増
産
へ
の
貢
献
」
を
主
張
し
て
い
る（（
（

。
し
か
し
、
経
済
成
長
の
恩
恵
が
必
ず
し
も
平
等
に
共
有
さ
れ

ず
、
食
料
安
全
保
障
と
栄
養
の
改
善
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
今
日
で
は
、
食
料
へ
の
権
利
の
観
点
か
ら
、
飢
餓
お
よ
び

栄
養
の
改
善
と
市
場
と
の
相
関
関
係
に
、
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る（（
（

。

　
国
際
人
権
法
に
お
い
て
、
十
分
（adequate

）
な
食
料
へ
の
権
利
は
、
す
べ
て
の
人
が
享
有
し
、
す
べ
て
の
権
利
を
享
受
す
る
た
め

に
重
要
な
人
権
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る（（
（

。
世
界
人
権
宣
言
（
一
九
四
八
年
）
で
は
、「
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、

『
す
べ
て
の
人
民
と
す
べ
て
の
国
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準（（
（

』」
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
「
衣
食
住
、
医
療
及
び
必
要
な
社
会
的
施

設
等
に
よ
り
、
自
己
及
び
家
族
の
健
康
及
び
福
祉
に
十
分
な
生
活
水
準
を
保
持
す
る
権
利
」
を
有
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
（
同
宣

言
二
五
条
一
項（（
（

）。

　
ま
た
、
経
済
的
、
社
会
的
お
よ
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
以
下
、
Ａ
規
約
）（
一
九
六
六
年
）
で
は
、
十
分
な
食
料
へ
の

権
利
が
包
括
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る（（1
（

。「
自
己
及
び
そ
の
家
族
の
た
め
の
十
分
な
食
料
、
衣
類
及
び
住
居
を
内
容
と
す
る
十
分
な
生
活
水

準
に
つ
い
て
の
並
び
に
生
活
条
件
の
不
断
の
改
善
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
者
の
権
利
」（
Ａ
規
約
一
一
条
一
項
）
と
と
も
に
、「
す
べ
て
の

者
が
飢
餓
か
ら
免
れ
る
基
本
的
な
権
利
を
有
す
る
」
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
同
規
約
一
一
条
二
項（（1
（

）。

　
十
分
な
食
料
へ
の
権
利
は
、「
人
間
の
本
来
の
尊
厳
と
不
可
分
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
際
人
権
規
約
に
定
め
ら
れ
て
い
る
他

の
人
権
の
履
行
に
も
不
可
欠
」
な
権
利
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る（（1
（

。「
す
べ
て
の
男
性
、
女
性
、
子
ど
も
が
、
単
独
ま
た
は
他
の
人
々
と

共
同
で
、
常
に
十
分
な
食
料
ま
た
は
そ
の
調
達
手
段
に
物
理
的
お
よ
び
経
済
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
場
合
に
実
現
さ
れ
る
」
も
の
で（（1
（

、
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「
個
人
の
食
事
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
の
に
十
分
で
、
有
害
物
質
が
な
く
、
特
定
の
文
化
内
で
許
容
で
き
る
量
と
質
の
食
料
」
が
、「
持
続
可

能
で
あ
り
、
他
の
人
権
の
享
受
を
妨
げ
な
い
方
法
」
で
入
手
可
能
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る（（1
（

。

　「
十
分
性
（adequacy

）」
と
は
、
食
料
の
権
利
に
特
に
重
要
な
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
ク
セ
ス
可
能
な
特
定
（partic-

ular

）
の
食
料
ま
た
は
食
事
が
最
も
適
切
で
あ
る
か
否
か
は
、「
社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
、
気
候
的
、
生
態
学
的
お
よ
び
そ
の
他
の

条
件
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
所
定
の
条
件
下
で
、
多
く
の
考
慮
事
項
に
基
づ
き
判
断
さ
れ
る（（1
（

。
ま
た
、「
持
続
可
能
性
（sustainabili-

ty

）」
と
は
、
長
期
的
な
利
用
可
能
性
と
ア
ク
セ
ス
可
能
性
の
観
点
か
ら
、「
十
分
な
食
料
ま
た
は
食
料
安
全
保
障
の
概
念
に
関
連
し
て
、

現
在
お
よ
び
将
来
の
世
代
が
食
料
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
を
意
味
」
す
る（（1
（

。
よ
っ
て
、
十
分
な
食
料
へ
の
権
利
は
、
安
全
な
食
料
へ
の

権
利
や
十
分
な
生
活
水
準
を
確
保
す
る
権
利
よ
り
も
広
い
概
念
で
あ
り
、
十
分
な
食
料
の
利
用
・
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
個
人
の
生
理
機
能
（
性
別
、
年
齢
、
健
康
な
ど
）
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
的
側
面
を
考
慮
し
た
量
、
質
お
よ
び
適
切
性
が
必
要

と
な
る（（1
（

。

　
締
約
国
に
は
、
Ａ
規
約
に
基
づ
く
権
利
に
対
す
る
法
的
義
務
と
し
て
、「
立
法
措
置
そ
の
他
の
す
べ
て
の
適
当
な
方
法
に
よ
り
こ
の
規

約
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
権
利
の
完
全
な
実
現
を
漸
進
的
に
達
成
す
る
た
め
、
自
国
に
お
け
る
利
用
可
能
な
手
段
を
最
大
限
に
用
い
る
こ

と
」
が
求
め
ら
れ
る
（
Ａ
規
約
二
条
一
項
）。

　
十
分
な
食
料
へ
の
権
利
に
つ
い
て
も
、「
完
全
な
実
現
を
漸
進
的
に
達
成
す
る
」
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
お
り
、
現
行
レ
ベ
ル
を
悪
化
さ

せ
る
よ
う
な
意
図
的
な
措
置
は
、
強
力
な
正
当
化
が
な
い
限
り
、
後
退
措
置
（retrogressive m

easures

）
と
し
て
禁
止
（prohibi-

tion

）
さ
れ
て
い
る
。
事
例
と
し
て
、「
小
規
模
農
家
に
と
っ
て
不
可
欠
な
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
を
撤
廃
（w

ithdraw

）
す
る
こ
と
は
、
後

退
措
置
を
構
成
し
得
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、「
す
べ
て
の
選
択
肢
を
注
意
深
く
検
討
し
、
影
響
を
評
価
し
、
利
用
可
能
な
資
源
を

十
分
に
最
大
限
に
活
用
し
た
後
に
措
置
を
講
じ
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
」、
国
家
に
よ
る
後
退
措
置
は
正
当
化
さ
れ
な
い（（1
（

。
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⑵
　
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
食
料
へ
の
権
利

　
複
数
の
条
約
が
食
料
へ
の
権
利
を
人
権
と
し
て
規
定
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
国
憲
法
に
は
、「
食
料
」
を
明
示
す
る
規
定
は
な

い
。
し
か
し
、
日
本
国
憲
法
に
お
い
て
、「
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
…
…
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
定
め
ら
れ
て
お
り
（
憲
法
二
五
条
二
項
）、
こ
こ
で
い
う
「
す
べ
て
の
生
活
部
面
」
に
は
、「
衣
食
住
と
い
う
よ
う
な
国
民
生
活
の
全
分

野
（
国
民
の
生
活
条
件
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
分
野
な
い
し
側
面
）」
が
含
ま
れ
る（（1
（

。

　
食
料
は
「
人
が
そ
の
生
命
・
健
康
を
維
持
す
る
上
で
、
日
々
摂
取
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
も
の
」
で
あ
る（2
（

。
身
体
的
な
健
康
と
し
て
、

「
栄
養
状
態
を
適
正
に
保
つ
た
め
に
必
要
な
栄
養
素
等
を
摂
取
す
る
」
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
、
文
化
的
な
営
み
と
し
て（2
（

、
精
神
的
な

健
康
に
も
大
き
く
影
響
す
る（2
（

。
よ
っ
て
、
食
料
は
、「
生
命
」
や
「
健
康
」
の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、「
文
化
」
の
側
面
か
ら
も
捉
え
る
必

要
が
あ
る
。

　「
生
命
」
や
「
健
康
」
に
つ
い
て
は
、
木
下
智
史
に
よ
っ
て
、
日
本
国
憲
法
一
三
条
「
後
段
が
『
生
命
』
を
例
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
自
律
し
た
『
個
人
』
と
し
て
生
き
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
生
命
・
健
康
の
維
持
が
幸
福
追
求
権
に
含
ま
れ
る
こ

と
に
は
異
論
が
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（2
（

。
大
阪
空
港
訴
訟
控
訴
審
判
決
（
大
阪
高
判
一
九
七
五
年
一
一
月
二
七
日
判
例
時
報
七
九
七

号
三
六
頁
）
に
お
い
て
も
、「
個
人
の
生
命
、
身
体
、
精
神
お
よ
び
生
活
に
関
す
る
利
益
は
、
各
人
の
人
格
に
本
質
的
な
も
の
で
あ
つ
て
、

そ
の
総
体
を
人
格
権
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
人
格
権
は
何
人
も
み
だ
り
に
こ
れ
を
侵
害
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
そ
の
侵
害

に
対
し
て
は
こ
れ
を
排
除
す
る
権
能
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
さ
れ
て
い
る（2
（

。
ま
た
、「
お
よ
そ
、
個
人
の
生
命
・
身

体
の
安
全
、
精
神
的
自
由
は
、
人
間
の
存
在
に
最
も
基
本
的
な
こ
と
が
ら
で
あ
つ
て
、
法
律
上
絶
対
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
は
疑
い
が
な
く
、
ま
た
、
人
間
と
し
て
生
存
す
る
以
上
、
平
隠
、
自
由
で
人
間
た
る
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
営
む
こ
と
も
、
最
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大
限
度
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
憲
法
一
三
条
は
そ
の
趣
旨
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
二
五
条
も
反
面
か
ら
こ
れ
を
裏
付

け
て
い
る
も
の
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に
お
い
て
、「
食
料
は
、
人
間
の
生
命
の
維
持
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
健
康
で

充
実
し
た
生
活
の
基
礎
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
」
か
ら
、「
将
来
に
わ
た
っ
て
、
良
質
な
食
料
が
合
理
的
な
価
格
で
安
定
的
に

供
給
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
同
法
二
条
一
項
）。
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、「
国
民
が
最
低
限
度
必
要
と
す

る
食
料
は
、
凶
作
、
輸
入
の
途
絶
等
の
不
測
の
要
因
に
よ
り
国
内
に
お
け
る
需
給
が
相
当
の
期
間
著
し
く
ひ
っ
迫
し
、
又
は
ひ
っ
迫
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
国
民
生
活
の
安
定
及
び
国
民
経
済
の
円
滑
な
運
営
に
著
し
い
支
障
を
生
じ
な
い
よ
う
、
供
給
の
確
保

が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
同
法
二
条
四
項
）。

　
な
か
で
も
「
主
要
な
食
糧
で
あ
る
米
穀
及
び
麦
」
は
、「
主
食
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
か
つ
、
重
要
な
農
産
物
と
し
て
の
地
位
を

占
め
て
い
る
」（
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
一
条
）。
と
く
に
米
は
、「
食
料
安
全
保
障
の
要
」
で
あ
り
、「
食
文

化
の
基
礎
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
日
本
人
の
歴
史
や
文
化
と
の
関
係
性
も
深
い（2
（

。「
和
食
」
の
基
本
型
で
あ
る
「
一
汁
三
菜（2
（

」
は
、

汁
も
香
の
物
も
菜
も
、
す
べ
て
ご
飯
を
食
べ
る
た
め
に
存
在
す
る
点
に
最
大
の
特
徴
が
あ
る（2
（

。
ま
た
、
味
噌
や
醤
油
や
酢
に
代
表
さ
れ
る

発
酵
調
味
料
の
主
原
料
も
ま
た
、
米
、
大
豆
、
小
麦
で
あ
る（2
（

。
主
要
農
作
物
種
子
法
が
対
象
と
し
て
き
た
米
、
大
豆
、
小
麦
が
、
日
本
の

食
文
化
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
二
〇
一
七
年
に
改
正
さ
れ
た
文
化
芸
術
基
本
法
で
は
、
表
現
の
自
由
に
基
づ
く
文
化
芸
術
と
し
て
（
同
法
前
文
）、
食
文
化
は
生
活
文

化
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
同
法
一
二
条
）。
国
際
法
の
観
点
か
ら
も
、「
和
食
」
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
締

約
国
に
は
、「
自
国
の
領
域
内
に
存
在
す
る
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
」
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
（
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
一
一
条
（
ａ
））。
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し
か
し
、
日
本
の
現
在
の
食
生
活
に
近
い
米
・
小
麦
を
中
心
と
す
る
食
料
供
給
で
は
、
緊
急
時
に
生
命
・
健
康
維
持
に
必
要
な
程
の
熱

量
は
確
保
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（2
（

。
仮
に
日
本
の
「
農
林
水
産
業
が
有
す
る
潜
在
生
産
能
力
を
フ
ル
に
活
用
」
し
て

「
米
・
小
麦
を
中
心
に
熱
量
効
率
を
最
大
化
し
て
作
付
け
」
し
た
と
し
て
も
、
二
〇
二
一
年
度
の
供
給
可
能
熱
量
は
一
七
五
五kcal

に
し

か
な
ら
ず
、
一
人
・
一
日
当
た
り
の
供
給
熱
量
（
二
二
六
五kcal

）
を
下
回
る
だ
け
で
は
な
く
、
推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
（
二
一
六

九kcal

）
に
も
及
ば
な
い（3
（

。

⑶
　
生
存
権
に
基
づ
く
制
度
後
退
の
問
題
点

　
日
本
国
憲
法
に
お
い
て
、
生
存
権
は
、「
国
民
各
自
が
自
ら
の
手
で
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
自
由
を
有
し
、

国
家
は
そ
れ
を
阻
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
自
由
権
的
側
面
」
よ
り
も
、「
国
家
に
対
し
て
そ
の
よ
う
な
営
み
の
実
現
を
求
め
る
社
会

権
的
側
面
」
の
法
的
権
利
性
を
中
心
に
議
論
さ
れ
て
き
た（3
（

。
通
説
的
見
解
で
あ
る
抽
象
的
権
利
説
の
観
点
か
ら
、「
立
法
府
の
裁
量
権
に

ど
の
程
度
客
観
的
な
枠
を
は
め
ら
れ
る
か
、
ま
た
司
法
審
査
に
あ
た
っ
て
、
裁
判
所
が
用
い
る
べ
き
審
査
基
準
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い

う
点
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た（3
（

。

　
し
か
し
、
近
年
、
生
存
権
の
自
由
権
的
側
面
か
ら
、
立
法
府
に
よ
る
制
度
後
退
に
対
す
る
批
判
的
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
社
会
権

に
「
自
由
権
的
効
果
」
を
認
め
、「
具
体
的
立
法
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
給
付
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
給
付
の
行
わ
れ
る
状
態

を
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
給
付
を
受
け
る
地
位
を
国
が
正
当
な
理
由
も
な
く
剥
奪
す
る
こ
と
は
憲
法
違
反
と
な
る
と
い

う
考
え
方
」
で
あ
る（3
（

。

　
長
谷
部
恭
男
は
、「
経
済
活
動
の
規
制
立
法
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
の
違
憲
判
断
の
先
例
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
国
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
創
設
さ
れ
る
権
利
で
あ
る
か
否
か
は
、
違
憲
審
査
の
消
極
性
を
導
く
決
め
手
に
は
か
な
ら
ず
し
も
な
ら
な
い
」
と
指
摘
す
る（3
（

。「
国
家
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五

に
よ
り
具
体
化
さ
れ
創
設
さ
れ
る
権
利
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
社
会
権
と
経
済
的
自
由
権
と
の
関
係
に
本
質
的
な
違
い
が
な
い
」
こ
と
か

ら
、
社
会
権
の
「
自
由
権
的
効
果
」
と
し
て
、「
い
っ
た
ん
法
律
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
給
付
権
は
、
原
則
と
し
て
法
律
に
よ
っ
て
も

剥
奪
し
え
な
い
『
免
除
（im

m
unity

）』
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
と
い
う
考
え
方
」
を
示
し
て
い
る（3
（

。

　
ま
た
、
高
橋
和
之
は
、
制
度
の
後
退
に
対
し
て
裁
判
所
が
用
い
る
べ
き
審
査
基
準
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
憲
法
二
五
条
二
項
は
、「
政

府
に
少
し
ず
つ
国
民
の
生
活
水
準
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
義
務
づ
け
る
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
た
め
の
政
策
を
具
体
化
す
る
に
際

し
て
は
あ
る
程
度
広
い
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
い
っ
た
ん
具
体
化
し
た
水
準
を
低
下
・
後
退
さ
せ
る
場
合
に
は
、
裁
量
の
幅
は

狭
ま
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
の
相
応
の
正
当
化
が
要
求
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る（3
（

。

　
佐
藤
幸
治
も
、
生
存
権
の
「
自
由
権
的
効
果
」
に
よ
る
「
や
や
屈
曲
し
た
説
明
に
よ
る
必
要
は
な
い
」
と
し
て
理
由
は
異
に
す
る
が（3
（

、

い
っ
た
ん
具
体
化
し
た
水
準
を
低
下
・
後
退
さ
せ
る
場
合
に
は
、「『
正
当
な
理
由
』
の
有
無
が
慎
重
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
主
張
し
て
い
る（3
（

。

　
し
か
し
、
制
度
後
退
で
あ
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
問
題
す
る
こ
と
に
は
異
論
が
あ
る
。
工
藤
達
朗
は
、「
法
律
は
法
律
に
よ
っ
て
変
更

さ
れ
る
の
が
原
則
」
で
あ
る
と
し
て
、「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
の
最
低
水
準
以
下
へ
の
引
き
下
げ
は
違
憲
と
な
る
が
、

制
度
後
退
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
立
法
政
策
に
よ
っ
て
上
積
み
さ
れ
て
い
た
部
分
（
＋
α
の
部
分
）
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
再
び
減
じ
て

も
立
法
政
策
（
立
法
裁
量
）
の
範
囲
内
で
あ
り
、
違
憲
と
は
い
え
な
い
」
と
指
摘
す
る（3
（

。

　
い
っ
た
ん
具
体
化
し
た
水
準
を
低
下
・
後
退
さ
せ
る
場
合
に
も
、
立
法
に
裁
量
の
幅
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
し
か
し
、
川
崎

政
司
に
よ
れ
ば
、「
制
定
さ
れ
た
法
律
が
民
主
的
正
当
性
を
も
ち
、
議
会
の
判
断
が
国
民
の
意
思
と
し
て
擬
制
さ
れ
る
た
め
に
は
」、「
あ

ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
手
続
き
が
遵
守
さ
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
手
続
的
・
形
式
的
な
面
と
、
必
要
か
つ
十
分
な
情
報
・
資
料
の
分
析
・

提
示
・
説
明
や
検
討
・
議
論
が
行
わ
れ
た
上
で
決
定
が
な
さ
れ
た
か
と
い
う
内
容
的
な
面
」
が
「
と
も
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
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め
ら
れ
る
」。「
社
会
の
多
様
化
・
複
雑
化
、
価
値
の
多
様
化
、
不
確
実
性
の
拡
大
な
ど
に
伴
い
、
立
法
の
必
要
性
・
合
理
性
に
関
す
る
実

態
的
な
判
断
」
が
困
難
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
司
法
的
判
断
で
は
「
立
法
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
」
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る（4
（

。

　
参
議
院
議
員
定
数
訴
訟
（
最
大
判
二
〇
〇
四
年
一
月
一
四
日
最
高
裁
判
所
民
事
判
例
集
五
八
巻
一
号
五
六
頁
）
の
補
足
意
見
2
（
裁
判

官
亀
山
継
夫
、
同
横
尾
和
子
、
同
藤
田
宙
靖
、
同
甲
斐
中
辰
夫
）
で
も
、「
結
論
に
至
る
ま
で
の
裁
量
権
行
使
の
態
様
が
、
果
た
し
て
適

正
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
例
え
ば
、
様
々
の
要
素
を
考
慮
に
入
れ
て
時
宜
に
適
し
た
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
い
た

ず
ら
に
旧
弊
に
従
っ
た
判
断
を
機
械
的
に
繰
り
返
し
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い
か
、
当
然
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
事
項
を
考
慮
に
入
れ

ず
、
又
は
考
慮
す
べ
き
で
な
い
事
項
を
考
慮
し
、
又
は
さ
ほ
ど
重
要
視
す
べ
き
で
は
な
い
事
項
に
過
大
の
比
重
を
置
い
た
判
断
が
な
さ
れ

て
は
い
な
い
か
、
と
い
っ
た
問
題
は
、
立
法
府
が
憲
法
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
た
裁
量
権
行
使
の
義
務
を
適
切
に
果
た
し
て
い
る
か
否
か
を

問
う
も
の
と
し
て
、
法
的
問
題
の
領
域
に
属
し
、
司
法
的
判
断
に
な
じ
む
事
項
と
し
て
、
違
憲
審
査
の
対
象
と
な
り
得
る
し
、
ま
た
、
な

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。「
様
々
の
要
考
慮
事
項
の
中
で
、
特
に
重
き
を
置
く
べ
き
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
、
と

り
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
の
憲
法
上
の
位
置
付
け
の
相
違
等
を
十
分
に
考
慮
に
入
れ
た
政
策
判
断
が
な
さ
れ
て
来
た
か
ど
う
か
」
に
つ

い
て
も
、
違
憲
審
査
の
対
象
と
な
り
得
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

三
　
食
品
分
野
に
お
け
る
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
の
影
響

　
国
際
人
権
法
で
は
、
十
分
な
食
料
へ
の
権
利
に
対
す
る
後
退
措
置
だ
け
で
は
な
く
、
小
規
模
農
家
を
対
象
と
し
た
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
の

撤
廃
に
つ
い
て
も
、
十
分
な
食
料
へ
の
権
利
の
観
点
か
ら
、
後
退
措
置
を
構
成
し
得
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（4
（

。
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主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃
止
の
際
に
も
、
種
子
自
体
の
品
質
だ
け
で
は
な
く
、
食
品
の
安
全
性
や
食
料
の
安
定
供
給
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
た
。
主
要
農
作
物
種
子
法
が
、
種
子
の
品
質
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
食
品
の
安
全
性
や
食
糧
の
安
定
供
給
に
深
く
か
か
わ
っ
て

き
た
か
ら
で
あ
る
。
主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃
止
に
係
る
議
論
の
際
に
も
、
そ
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
種
苗
法
六
一
条
に
、
主
要
農
作
物

種
子
法
の
規
定
と
同
様
の
規
定
を
追
加
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る（4
（

。

⑴
　
食
品
の
品
質
確
保
に
お
け
る
公
的
機
関
の
役
割

　
食
品
の
安
全
性
は
、「
国
民
が
安
心
し
て
生
活
を
営
む
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る（4
（

」。
し
か
し
、「
科
学
技
術
の
発
展
、
食
品
流
通
の
広

域
化
・
国
際
化
の
進
展
等
、
食
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
」
の
変
化
に
伴
い
、
問
題
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る（4
（

。

　
食
料
へ
の
権
利
の
な
か
で
も
安
全
性
の
確
保
は
、
生
命
の
侵
害
か
ら
の
保
護
を
国
家
に
要
求
す
る
権
利（4
（

で
あ
る
。
経
口
性
を
も
ち
、
個

体
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
々
の
国
民
の
健
康
を
念
頭
に
お
く
健
康
権（4
（

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
生
を
契
機
に
、
畜
産
や

食
品
衛
生
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員
会
報
告（4
（

」
に
お
い
て
も
、
国
民
の
生
命
・
健
康

に
関
わ
る
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る（4
（

。

　
大
阪
Ｏ
─
一
五
七
食
中
毒
損
害
賠
償
訴
訟
控
訴
審
判
決
（
東
京
高
判
二
〇
〇
三
年
五
月
二
一
日
判
例
時
報
一
八
三
五
号
七
七
頁
）
で
は
、

「
主
権
国
家
は
、
生
命
や
身
体
の
安
全
に
対
す
る
侵
害
及
び
そ
の
危
険
か
ら
国
民
を
守
る
こ
と
も
国
民
に
負
託
さ
れ
た
任
務
の
一
つ
」
で

あ
る
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
小
倉
第
一
陣
控
訴
審
判
決
（
福
岡
高
判
一
九
八
四
年
三
月
一
六
日
判
例
タ
イ
ム
ズ

五
二
〇
号
九
三
頁
）
で
は
、「
消
費
者
に
お
い
て
そ
の
安
全
性
を
確
め
る
術
を
持
た
な
い
こ
と
」
か
ら
、「
そ
の
安
全
性
確
保
に
つ
き
、
食

品
製
造
業
者
に
極
め
て
高
度
な
注
意
義
務
を
負
わ
せ
る
べ
き
法
規
制
が
存
す
る
と
は
い
え
、
こ
れ
を
企
業
の
自
主
規
制
に
委
ね
て
い
て
は
、

安
全
性
の
確
保
に
な
お
欠
け
る
と
こ
ろ
」
が
あ
る
と
し
て
、「
行
政
庁
は
、
飲
食
に
起
因
す
る
衛
生
上
の
危
害
の
発
生
を
防
止
す
る
に
つ
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八

い
て
積
極
的
な
行
政
責
任
を
負
う
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
食
品
の
安
全
性
の
確
保
は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
活
用
が
必
ず
し
も
適
切
で
な
く
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
補
正
し
つ
つ
活
用
す
る
こ
と

が
必
要
な
領
域
と
し
て
、
行
政
に
よ
る
積
極
的
な
関
与
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る（4
（

。
食
品
安
全
基
本
法
に
お
い
て
も
、
法
律
全
体
を
貫
く
基

本
的
な
思
想
と
し
て（5
（

、「
国
民
の
健
康
保
護
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
認
識
」
に
基
づ
き
、
あ
ら
ゆ
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
同
法
三
条
）。

　
国
に
は
、「
食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
最
低
水
準
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
）
の
確
保
等
、
全
国
的
な
見
地
か
ら
食
品
の
安
全
性
の
確

保
に
関
す
る
施
策（5
（

」
を
「
総
合
的
に（5
（

」
策
定
・
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
同
法
六
条
）。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
は
、
地
域
の

住
民
や
事
業
者
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
行
政
機
関
と
し
て
、
重
要
な
役
割
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
地
方
公
共
団
体
の
区
域
の

自
然
的
経
済
的
社
会
的
諸
条
件
」
の
差
異
は
、
農
林
水
産
業
や
飲
食
店
営
業
、
食
文
化
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、「
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
食
品
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
施
策
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
同
法
七
条（5
（

）。

⑵
　
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
品
質
の
確
保
と
食
品
の
安
全
性

　
食
品
安
全
基
本
法
に
お
け
る
「
食
品
」（
同
法
二
条
）
は
、
食
品
衛
生
法
と
同
じ
く
、「
人
が
飲
食
の
目
的
で
摂
取
す
る
も
の
」
と
定
義

さ
れ
る（5
（

。
し
か
し
、
食
品
安
全
基
本
法
の
対
象
は
「
食
品
」
だ
け
で
は
な
い
。「
消
費
者
に
安
全
な
食
品
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
最
終

段
階
だ
け
で
な
く
、
川
上
に
遡
っ
て
各
段
階
で
そ
れ
ぞ
れ
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
一
連
の
食
品
供
給
の
行

程
の
各
段
階
に
お
い
て
、
食
品
の
安
全
性
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
適
切
に
講
じ
て
い
く
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
同
法
四

条
（
5
（

）。
　
よ
っ
て
、
食
品
安
全
基
本
法
で
は
、「
食
品
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
施
策
」（
同
法
一
条
）
と
し
て
、「
最
終
食
品
の
安
全
性
に
及
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三
九

ぼ
す
影
響
を
防
止
・
抑
制
す
る
た
め
の
施
策
が
幅
広
く
含
ま
れ
」
て
い
る
。「
最
終
食
品
段
階
に
お
け
る
施
策
だ
け
で
な
く
、
農
林
水
産

物
の
生
産
段
階
に
ま
で
遡
る
各
段
階
に
お
け
る
施
策
」
が
対
象
と
な
る
（
同
法
四
条（5
（

）。

　
ま
た
、「
食
品
関
連
事
業
者
」
を
「
食
品
だ
け
で
な
く
生
産
資
材
や
食
品
の
添
加
物
・
容
器
包
装
等
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
物
の
生
産
、

輸
入
、
販
売
そ
の
他
の
事
業
活
動
を
行
う
事
業
者
」
と
し
て
広
く
捉
え
、「
食
品
関
連
事
業
者
が
食
品
の
安
全
性
の
確
保
に
第
一
義
的
な

責
任
を
有
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
責
務
を
規
定
し
て
い
る
」（
同
法
八
条
一
項
）。
こ
こ
で
い
う
「
食
品
」
に
は
「
食
品

の
原
料
又
は
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
農
林
水
産
物
」
が
含
め
ら
れ
て
お
り
、
同
法
二
条
の
「
食
品
」
の
定
義
と
は
異
な
る
。
同
法
二
条

の
定
義
に
よ
れ
ば
、「
食
品
の
原
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
農
林
水
産
物
は
飲
食
物
そ
の
も
の
」
で
は
な
い
た
め
に
、「
食
品
」
に
は
該
当

し
な
い
が
、「
生
鮮
か
原
材
料
か
で
事
業
者
の
責
務
を
異
に
す
る
理
由
が
な
い
こ
と
か
ら
、
…
…
農
林
水
産
物
の
生
産
と
い
う
事
業
活
動

を
行
う
事
業
者
、
す
な
わ
ち
農
林
水
産
業
者
が
広
く
食
品
関
連
事
業
者
に
含
ま
れ
る
こ
と
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（5
（

。

①
　
種
苗
法
に
基
づ
く
基
準
へ
の
移
し
替
え
の
影
響

　
主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃
止
に
お
け
る
審
議
過
程
で
は
、
廃
止
に
伴
う
種
子
の
品
質
や
食
品
の
安
全
性
、
食
料
の
安
定
供
給
へ
の
影
響

を
考
慮
し
て
、
種
苗
法
六
一
条
に
、
主
要
農
作
物
種
子
法
の
「
圃
場
審
査
及
び
生
産
物
審
査
に
係
る
規
定
と
同
様
の
規
定
を
追
加
を
し
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
生
産
地
の
都
道
府
県
が
そ
の
品
質
の
確
認
を
行
う
方
向
で
検
討
し
て
」
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（5
（

。
し
か

し
実
際
に
は
、
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、「
地
方
公
共
団
体
中
心
の
シ
ス
テ
ム
で
、
民
間
の
品
種
開
発
意
欲
を
阻
害
し

て
い
る
主
要
農
作
物
種
子
法
を
廃
止
す
る
た
め
の
法
整
備
」
が
進
め
ら
れ（5
（

、
主
要
農
作
物
種
子
法
が
担
っ
て
き
た
役
割
を
維
持
す
る
こ
と

は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃
止
に
よ
り
、「
種
子
法
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
て
い
た
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
の
品
質
基
準
は
、
…
…
種
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〇

子
に
関
す
る
一
般
法
で
あ
る
種
苗
法
に
基
づ
く
基
準
に
移
し
替
え
ら
れ
」
た（6
（

。
主
要
農
作
物
種
子
法
で
は
、「
都
道
府
県
が
指
定
し
た
稲
、

麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
ほ
場
」
に
限
ら
れ
て
い
た
が（6
（

、「
民
間
事
業
者
が
生
産
す
る
種
子
を
含
め
た
流
通
す
る
全
て
の
種
子
」
に
な
っ
た

こ
と
で（6
（

、「
従
前
と
同
水
準
の
品
質
基
準
に
よ
る
品
質
の
確
保
が
図
ら
れ
る
と
同
時
に
、
都
道
府
県
が
供
給
す
る
種
子
の
み
な
ら
ず
、
民

間
事
業
者
が
生
産
す
る
種
子
に
つ
い
て
も
全
て
品
質
が
確
保
さ
れ
、
全
体
と
し
て
良
質
な
種
子
の
流
通
が
図
ら
れ
る
」
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る（6
（

。

　
し
か
し
、
種
苗
法
に
基
づ
い
て
確
認
さ
れ
る
「
指
定
種
苗
の
生
産
等
に
関
す
る
基
準
」（
同
法
六
一
条
）
は
、「
種
子
生
産
・
調
整
・
保

管
等
に
関
し
種
子
の
純
度
、
含
水
率
や
発
芽
率
の
基
準
、
種
子
伝
染
性
病
害
の
防
除
の
徹
底
等（6
（

」
に
限
ら
れ
て
お
り
、
消
費
者
の
た
め
の

食
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
基
準
で
は
な
い
。「
指
定
種
苗
の
生
産
等
に
関
す
る
基
準
」
は
、「
農
業
生
産
に
お
い
て
種
苗
が
外
観

か
ら
品
質
の
良
否
を
判
別
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
種
苗
の
購
入
者
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
措
置
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
り（6
（

、
目
的

は
種
苗
の
交
換
価
値
の
保
証
に
あ
る
。
種
苗
法
の
目
的
が
、「
品
種
の
育
成
の
振
興
と
種
苗
の
流
通
の
適
正
化
を
図
り
、
も
っ
て
農
林
水

産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」（
同
法
第
一
条
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
事
業
者
の
経
済
的
自
由
を
主
眼
に
し
た
法
制
度
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
対
し
て
主
要
農
作
物
種
子
法
は
、
国
民
の
食
糧
増
産
お
よ
び
安
定
供
給
を
目
的
と
し
て
い
る
。
種
子
生
産
に
は
、
特
別
の
技
術
と
管
理

が
必
要
で
あ
り
、
農
家
に
よ
る
栽
培
や
普
及
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
弱
者
的
な
立
場
に
あ
る
農
家
の
利
益
の
観
点
か
ら
公
的
機
関
が

取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。
食
品
安
全
基
本
法
に
基
づ
き
、「
農
林
水
産
物
の
生
産
段
階
に
ま
で
遡
る
施
策
」（
同
法
四
条
）
と
し
て
、
食
品

の
安
全
性
の
確
保
を
最
優
先
に
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
同
法
三
条
）。
ま
た
、
主
要
農
作
物
種
子
法
で
は
、
都
道
府
県
が
奨
励
品
種

を
決
定
す
る
際
に
、「
気
象
、
土
壌
、
農
業
者
の
経
営
内
容
及
び
技
術
水
準
、
主
要
農
作
物
の
需
要
動
向
等
を
十
分
考
慮
」
し
て
、「
農
林

水
産
省
政
策
統
括
官
が
別
に
定
め
る
基
準
を
参
考
に
、
都
道
府
県
が
具
体
的
な
基
準
を
定
め
る
」
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
た（6
（

。
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一

　
種
苗
法
で
は
、
事
業
者
の
経
済
的
利
益
を
主
眼
に
、
交
換
価
値
の
保
証
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
主
要
農
作
物
種
子
法
の
よ
う

に
、
食
糧
の
安
定
供
給
や
地
域
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
農
業
が
果
た
す
多
面
的
機
能
を
考
慮
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
種
苗
法
に
基

づ
く
基
準
に
移
し
替
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
主
要
農
作
物
種
子
法
が
担
っ
て
き
た
目
的
は
、
種
子
の
価
格
と
と
も
に
「
市
場
」
原

理
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
新
山
陽
子
に
よ
っ
て
、
市
場
の
機
能
と
は
、
決
定
さ
れ
た
品
質
へ
の
価
格
づ
け
、
価
格
に
基

づ
く
需
要
調
整
で
あ
り
、
品
質
を
評
価
し
、
決
定
す
る
機
能
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（6
（

。

②
　
食
品
衛
生
法
改
正
に
よ
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
法
論
の
導
入

　
二
〇
一
八
年
六
月
一
三
日
に
「
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
〇
年
法
律
第
四
六
号（6
（

）」
が
公
布
さ
れ
、
日
本
の

食
品
分
野
に
お
い
て
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
法
論
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
が
制
度
化
さ
れ
た
（
食
品
衛
生
法
五
一
条（6
（

）。

　
全
て
の
食
品
等
事
業
者
（
食
品
の
製
造
・
加
工
、
調
理
、
販
売
等
）
に
は
、
事
業
者
の
規
模
等
を
考
慮
し
つ
つ
、
食
品
衛
生
上
の
危
害

の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
特
に
重
要
な
工
程
を
管
理
す
る
た
め
の
取
組
が
求
め
ら
れ
る
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
法
論
に
基
づ
き
、「
食
品
等

事
業
者
自
ら
が
、
使
用
す
る
原
材
料
や
製
造
方
法
等
に
応
じ
、
計
画
を
作
成
し
、
管
理
を
行
う
」
こ
と
が
必
要
と
な
る（7
（

。
と
く
に
「
食
品

の
特
性
か
ら
原
材
料
の
品
質
が
製
品
の
品
質
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
」
こ
と
か
ら
、
製
造
過
程
の
川
上
と
し
て
適
切
な
原
材
料
管
理
を

行
い
、「
原
材
料
に
お
け
る
危
害
の
要
因
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
」
求
め
ら
れ
る（7
（

。
食
品
等
事
業
者
の
一
般
衛
生
管
理
の
「
内
容
を
第
三

者
が
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
書
き
出
す
（「
見
え
る
化
」
す
る
）
こ
と
」
に
よ
っ
て（7
（

、「
問
題
の
あ
る
製
品
の
出
荷
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

可
能
と
な
る
と
と
も
に
、
原
因
の
追
及
を
容
易
に
す
る
」
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る（7
（

。

　
し
か
し
、
食
品
衛
生
法
四
条
七
項
但
書
に
基
づ
き
、「
農
業
及
び
水
産
業
に
お
け
る
食
品
の
採
取
業
は
、
営
業
に
含
ま
な
い
」
こ
と
か

ら
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
並
び
に
営
業
の
許
可
及
び
届
出
の
対
象
外
」
と
な
る（7
（

。
米
・
米
加
工
品
に
つ
い
て
は
、「
米
穀
等
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の
取
引
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及
び
産
地
情
報
の
伝
達
に
関
す
る
法
律
」（
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
米
穀

事
業
者
に
対
し
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
米
穀
等
の
譲
受
け
、
譲
渡
し
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及
び
産
地
情
報
の
伝
達
」
で
あ

る
（
同
法
一
条
）。

③
　
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
応
用
食
品
へ
の
対
応

　
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
の
背
景
に
は
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
食
品
分
野
で
は
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
実
用
化
が
進
ん
で
お
り
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術（7
（

や
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術（7
（

に
よ
り
製
造
さ
れ
た
食
品
や
添
加
物
の
安
全
性
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
な
か
で
も
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
に
よ
る
食
品
ま
た
は
添
加
物
の
製
造
へ
の
応
用
に
つ
い
て
は
、
経
験
が
少
な

く
、「
そ
の
安
全
性
に
つ
い
て
十
分
配
慮
が
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
二
〇
〇
一
年
四
月
一
日
か
ら
、「
安
全
性
審
査
を
受
け

て
い
な
い
遺
伝
子
組
換
え
食
品
又
は
こ
れ
を
原
材
料
に
用
い
た
食
品
は
、
製
造
、
輸
入
、
販
売
な
ど
が
法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
」
る
。
食

品
衛
生
法
に
基
づ
き
、「
安
全
性
審
査
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
国
内
で
流
通
し
な
い
よ
う
、
安
全
性
審
査
」
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る（7
（

。

　
対
し
て
ゲ
ノ
ム
編
集
で
得
ら
れ
た
農
林
水
産
物
の
食
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、「
従
来
の
品
種
改
良
技
術
で
は
起
こ
り
得
な
い
範
囲

の
遺
伝
子
変
化
の
も
の
は
、
安
全
性
審
査
の
対
象
」
と
な
る
が（7
（

、「
自
然
界
又
は
従
来
の
品
種
改
良
技
術
で
も
起
こ
り
得
る
範
囲
の
遺
伝

子
変
化
に
よ
り
得
ら
れ
る
も
の
は
、
届
出
を
求
め
、
公
表
」
す
る
の
み
で
、
安
全
性
審
査
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
な
い（7
（

。
表
示
に
つ
い
て

も
、「
安
全
性
審
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
応
用
食
品
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
に
お
い
て
取
引
記
録
等
の
書
類
に
よ
る
情

報
伝
達
の
体
制
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
や
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
た
も
の
か
科
学
的
な
判
別
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
時
点

で
は
食
品
表
示
基
準
に
基
づ
く
表
示
義
務
の
対
象
」
に
は
さ
れ
て
い
な
い（8
（

。
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⑶
　
製
造
物
責
任
法
に
基
づ
く
事
後
的
救
済
制
度
の
欠
如

　
一
九
九
四
年
四
月
に
制
定
さ
れ
た
製
造
物
責
任
法（8
（

で
は
、
民
法
七
〇
九
条
の
要
件
で
あ
る
「
過
失
」
が
「
欠
陥
」
に
置
き
換
え
ら
れ（8
（

、

欠
陥
商
品
に
よ
る
消
費
者
の
被
害
救
済
が
容
易
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
製
造
物
責
任
法
の
対
象
と
な
る
製
造
物
は
、「
製
造
又
は
加
工
さ
れ
た
動
産
」
で
あ
り
（
同
法
二
条
一
項
）、
未
加
工
農
林
水

産
物
は
製
造
物
に
含
ま
れ
な
い
。「
作
物
の
栽
培
、
家
畜
の
飼
育
、
種
子
の
増
殖
、
水
産
物
の
養
殖
等
の
自
然
の
力
を
利
用
し
た
生
産
行

為
」
は
「
製
造
又
は
加
工
」
に
該
当
し
な
い
と
し
て
、
製
造
物
責
任
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る（8
（

。
制
定
当
時
か
ら
、
農
林
水
産
物
を
単
純

に
未
加
工
農
林
水
産
物
と
し
て
、
製
造
物
責
任
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
に
批
判
は
あ
る
が
、
改
正
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
小
沢
光
雄
は
、「
農
薬
や
抗
生
物
質
の
使
用
、
工
場
に
お
け
る
野
菜
栽
培
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し
た
農
林
水
産
物
の
登
場

等
、
農
林
水
産
業
は
近
代
化
さ
れ
、
高
度
技
術
が
応
用
」
さ
れ
て
お
り
、「
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
が
単
純
に
未
加
工
農
林
水
産
物
と

い
え
る
か
ど
う
か
」
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
し
て
い
る（8
（

。

　
升
田
純
も
、「
農
作
物
の
品
質
改
良
が
す
べ
て
製
造
物
責
任
法
所
定
の
加
工
に
あ
た
る
も
の
で
は
な
い
が
、
遺
伝
子
組
換
え
は
、
自
然

の
農
作
物
の
遺
伝
子
を
操
作
し
、
新
た
な
形
質
の
農
作
物
を
作
る
と
い
う
基
本
的
な
性
質
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
新
た
な
危
険
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
加
工
に
あ
た
る
と
解
す
べ
き
相
当
の
根
拠
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（8
（

。

　
Ｅ
Ｕ
で
は
、
一
九
八
五
年
の
Ｐ
Ｌ
指
令
（「
欠
陥
製
品
の
責
任
に
係
わ
る
加
盟
国
の
法
律
、
規
則
お
よ
び
行
政
規
定
の
近
似
化
に
関
す

る
一
九
八
五
年
七
月
二
五
日
Ｅ
Ｃ
理
事
会
指
令（8
（

」）
に
お
い
て
、
未
加
工
農
産
物
は
、
各
加
盟
国
の
裁
量
に
委
ね
る
オ
プ
シ
ョ
ン
条
項
と

な
っ
て
い
た
（
旧
一
五
条
一
項
（
ａ
））。
し
か
し
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
を
契
機
に
し
て
、
一
九
九
九
年
に
猟
鳥
獣
、
魚
介
を
含
め
た
未
加
工
農

産
物
を
適
用
除
外
と
す
る
オ
プ
シ
ョ
ン
条
項
が
削
除
さ
れ
、
未
加
工
農
産
物
も
Ｐ
Ｌ
指
令
の
対
象
と
な
っ
て
い
る（8
（

。
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①
　
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
活
用
の
前
提
と
し
て
の
食
品
安
全
シ
ス
テ
ム
の
不
備

　
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
消
費
者
政
策
で
は
、
規
制
緩
和
か
ら
「
規
制
改
革
」
へ
と
移
行
し（8
（

、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
活
用
に
よ
る
消
費
者
の

権
利
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る（8
（

。
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
場
原
理
の
活
用
が
適
当
で
な
い
政
策
領
域
と
し
て
、
規
制
等
に
よ
る
行
政

の
関
与
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
事
業
者
へ
の
事
前
規
制
を
中
心
と
し
た
手
法
か

ら
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
用
す
る
手
法
へ
と
重
点
が
シ
フ
ト
し
、
事
後
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
る（9
（

。

　
市
場
を
活
用
す
る
政
策
で
は
、
製
造
物
責
任
法
に
よ
る
事
後
救
済
が
重
視
さ
れ
、「
選
択
の
自
由
」（
自
己
決
定
権
）
と
そ
の
前
提
と
し

て
の
「
知
る
権
利
」（
情
報
提
供
）
が
促
進
さ
れ
る
。
ま
た
、
任
意
規
格
や
自
主
規
制
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
事
業
間
の
リ
ス
ク
削
減
競

争
が
生
じ
、
安
全
性
の
継
続
的
な
向
上
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る（9
（

。「
消
費
者
基
本
計
画（9
（

」（
二
〇
二
一
年
六
月
一
五
日
改

定
）
に
お
い
て
も
、「
消
費
者
が
主
役
と
な
る
社
会
の
姿
や
そ
の
実
現
に
向
け
て
整
備
す
べ
き
体
制
」
と
し
て
、
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ

く
安
全
性
の
確
保
だ
け
で
は
な
く
、「
消
費
者
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。「
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
正
確
で
十
分
な
情
報
が
入
手
可
能
で
、
消
費
者
の
自
由
な
意
思
の
下
、
十
分
な
選
択
肢
が
提
供
さ
れ
る
環
境
下
で
取
引
が
行
わ
れ
る
と

と
も
に
、
仮
に
被
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
迅
速
か
つ
適
切
に
被
害
の
拡
大
・
再
発
防
止
等
が
な
さ
れ
る
」
こ
と
が
、
中
長
期
的
に
整
備
す

べ
き
体
制
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る（9
（

。

　
し
か
し
、
主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃
止
に
際
し
て
は
、
消
費
活
動
の
観
点
か
ら
品
質
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
が
、
経
済
的
利
益
に
基

づ
く
制
度
に
移
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。
消
費
者
の
「
選
択
の
自
由
」
を
確
保
す
る
た
め
の
「
知
る
権
利
」
も
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
ま
た
、
消
費
者
の
権
利
保
護
に
は
、
事
後
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
が
欠
か
せ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
製
造
物
責
任
の
対

象
に
未
加
工
農
林
水
産
物
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
主
要
農
作
物
種
子
法
が
、
事
前
規
制
だ
け
で
は
な
く
、
事
後
救
済
も
不
十
分
な
ま
ま
に

志林120_2_02土屋.indd   44 2022/11/18   9:04



食
料
へ
の
権
利
に
基
づ
く
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
の
問
題
点
（
土
屋
）�

四
五

廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
後
退
措
置
と
し
て
構
成
し
得
る
だ
け
で
は
な
く
、「
消
費
者
基
本
計
画
」
が
示
す
「
消
費
者
が
主
役
と
な
る

社
会
の
姿
や
そ
の
実
現
」
に
も
矛
盾
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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・
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
憲
法
』（
日
本
評
論
社
、
第
二
版
、
二
〇
一
九
年
）
一
五
五
頁
（
木
下
智
史
担
当
部
分
）。

（
24
）　
同
上
書
一
五
六
頁
注
釈
三
一
（
木
下
智
史
担
当
部
分
）。

（
25
）　
農
林
水
産
省
「
米
を
め
ぐ
る
関
係
資
料
」（
二
〇
二
一
年
七
月
）〈https://w

w
w

.m
aff

.go.jp/j/council/seisaku/syokuryo/210729/attach/pdf/
index-10.pdf

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
三
〇
日
）
四
頁
。

（
26
）　「『
一
汁
三
菜
』
と
は
、『
ご
飯
』
と
『
汁
』
と
『
香
の
物
』
に
、
い
く
つ
か
の
『
菜
』
が
添
え
ら
れ
る
と
い
う
組
み
合
わ
せ
」
を
指
す
（
農
林
水
産
省

「
和
食
　
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」〈http://w

w
w

.m
aff

.go.jp/j/keikaku/syokubunka/culture/attach/pdf/index-44.pdf

〉（
閲
覧
日
：
二
〇

二
二
年
八
月
三
〇
日
）
一
七
頁
）。

（
27
）　「
一
汁
三
菜
と
い
う
和
食
の
基
本
型
が
な
く
な
っ
た
ら
、
外
国
の
料
理
と
変
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
農
林
水
産
省
・

前
掲
注
（
26
）
一
八
頁
）。

（
28
）　
味
噌
は
、「
蒸
し
た
り
煮
た
り
し
た
大
豆
に
こ
う
じ
、
食
塩
を
混
ぜ
て
発
酵
熟
成
さ
せ
た
、
日
本
を
代
表
す
る
調
味
料
」
で
あ
り
、
醤
油
は
、「
大
豆
と
小

麦
で
作
っ
た
こ
う
じ
に
、
食
塩
水
を
加
え
た
『
も
ろ
み
』
を
発
酵
熟
成
さ
せ
、
搾
っ
た
も
の
」
で
あ
る
。
ま
た
酢
は
、「
米
か
ら
醸
造
し
た
酒
に
、
酢
酸
菌
を
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食
料
へ
の
権
利
に
基
づ
く
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
の
問
題
点
（
土
屋
）�

四
七

加
え
て
発
酵
」
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
み
り
ん
は
、「
蒸
し
た
も
ち
米
と
米
こ
う
じ
を
主
原
料
に
、
四
〇
～
六
〇
日
か
け
て
熟
成
」
さ
せ
た
調
味
料
で
あ
る

（
農
林
水
産
省
・
前
掲
注
（
26
）
二
三
─
二
四
頁
）。

（
29
）　
佐
野
良
晃
（
農
林
水
産
委
員
会
調
査
室
）「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
と
国
会
論
議
─
新
た
な
食
料
自
給
率
目
標
の
創
設
と
食
料
自
給
力
指
標
の
改

良
─
」
立
法
と
調
査
四
二
五
号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
〇
頁
。

（
30
）　
農
林
水
産
省
「
日
本
の
食
料
自
給
力
」〈https://w

w
w

.m
aff

.go.jp/j/zyukyu/zikyu_ritu/012_1.htm
l

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
三
〇
日
）。

（
31
）　
野
中
俊
彦
・
中
村
睦
男
・
高
橋
和
之
・
高
見
勝
利
『
憲
法
Ⅰ
』（
有
斐
閣
、
第
五
版
、
二
〇
一
二
年
）
五
〇
二
頁
（
野
中
俊
彦
担
当
部
分
）。

（
32
）　
野
中
他
・
前
掲
注
（
32
）
五
〇
七
頁
（
野
中
俊
彦
担
当
部
分
）。

（
33
）　
長
谷
部
恭
男
『
憲
法
』（
新
世
社
、
第
七
版
、
二
〇
一
八
年
）
二
八
七
─
二
八
八
頁
。

（
34
）　
長
谷
部
恭
男
は
、「
社
会
権
の
具
体
的
実
現
に
つ
い
て
予
算
の
制
約
が
あ
る
点
も
、
裁
判
権
の
保
障
・
執
行
の
場
合
と
さ
ほ
ど
変
わ
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
」

と
指
摘
し
、「
財
産
権
の
収
容
に
つ
い
て
補
償
を
与
え
る
予
算
に
も
制
約
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
長
谷
部
・
前
掲
注
（
34
）
二
八
〇
頁
）。

（
35
）　
長
谷
部
恭
男
は
、「『
財
産
』
や
『
職
業
』
を
奪
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
手
当
』
や
『
補
助
』
で
あ
れ
ば
自
由
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

議
論
は
、
厳
密
な
分
析
に
た
え
な
い
素
朴
な
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
長
谷
部
・
前
掲
注
（
34
）
二
八
〇
─
二
八
一
頁
）。

（
36
）　
高
橋
和
之
『
立
憲
主
義
と
日
本
国
憲
法
』（
有
斐
閣
、
第
五
版
、
二
〇
二
〇
年
）
三
四
二
頁
。
高
橋
和
之
は
、「
行
政
立
法
に
よ
る
基
準
の
不
利
益
変
更

（
た
と
え
ば
生
活
保
護
法
上
の
老
齢
加
算
制
度
の
廃
止
）
は
い
う
に
及
ば
ず
、
議
会
の
立
法
に
よ
る
不
利
益
変
更
に
も
該
当
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
同
書

三
四
三
頁
）。

（
37
）　
佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
論
』（
成
文
堂
、
第
二
版
、
二
〇
二
〇
年
）
四
〇
一
─
四
〇
二
頁
。

（
38
）　
佐
藤
幸
治
は
、
生
活
保
護
老
齢
加
算
防
止
訴
訟
に
対
し
て
、「
憲
法
独
自
の
視
点
か
ら
の
統
制
思
考
の
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
し
て
お
り
、「
法
制

の
変
化
は
何
を
意
味
し
ど
の
よ
う
な
現
実
を
生
み
出
し
て
い
る
の
か
を
見
定
め
て
い
く
必
要
が
痛
感
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
佐
藤
・
前
掲
注
（
38
）
四
〇

三
頁
注
釈
二
八
）。

（
39
）　
渡
辺
康
行
・
宍
戸
常
寿
・
松
本
和
彦
・
工
藤
達
朗
『
憲
法
Ⅰ
　
基
本
権
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
三
七
九
頁
（
工
藤
達
朗
担
当
部
分
）。

（
40
）　
川
崎
政
司
「
立
法
プ
ロ
セ
ス
の
裁
判
所
に
よ
る
法
的
統
制
の
可
能
性
と
限
界
」
法
學
研
究
九
一
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
七
二
─
一
七
三
頁
。

（
41
）　O
ffi

ce of the U
nited N

ations H
igh Com

m
issioner for H

um
an R

ights, supra note 17, p 21.

（
42
）　
第
一
九
三
回
国
会
参
議
院
消
費
者
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
四
号
（
二
〇
一
七
年
四
月
五
日
）
二
三
頁
（
天
羽
隆
（
農
林
水
産
省
生
産
局
農

産
部
長
）
発
言
部
分
）。

（
43
）　
食
品
安
全
基
本
政
策
研
究
会
編
・
前
掲
注
（
20
）
三
頁
。
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法
学
志
林
　
第
一
二
〇
巻
　
第
二
号�

四
八

（
44
）　
食
品
安
全
基
本
政
策
研
究
会
編
・
前
掲
注
（
20
）
五
頁
。

（
45
）　
根
森
健
「
幸
福
追
求
権
」
杉
原
泰
雄
編
代
『
新
版
　
体
系
憲
法
事
典
』（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
四
三
六
頁
。

（
46
）　
徳
田
博
人
「
食
品
安
全
法
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
安
全
性
概
念
と
基
本
的
法
原
則
の
確
立
」
琉
球
法
學
六
九
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
一
六
頁
。

（
47
）　
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員
会
「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員
会
報
告
」〈http://w

w
w

.m
aff

.go.jp/j/syouan/douei/bse/b_
iinkai/pdf/houkoku.pdf

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
三
〇
日
）。

（
48
）　
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員
会
・
前
掲
注
（
47
）
二
三
頁
。

（
49
）　
内
閣
府
国
民
生
活
局
編
『
二
一
世
紀
型
の
消
費
者
政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
』（
国
立
印
刷
局
、
二
〇
〇
三
年
）
一
〇
頁
。
食
品
安
全
分
野
に
お
け
る
市

場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
活
用
の
限
界
と
事
前
規
制
に
よ
る
消
費
者
の
「
安
全
へ
の
権
利
」（
生
命
権
・
健
康
権
）
の
保
障
の
優
先
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
食
品
安

全
分
野
に
お
け
る
消
費
者
の
生
命
・
健
康
権
の
保
障
の
優
先
性
─
─
自
己
決
定
権
の
促
進
に
よ
る
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
活
用
の
限
界
」
法
政
法
学
二
九
・
三
〇

号
（
二
〇
一
八
年
）
一
─
三
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
50
）　
食
品
安
全
基
本
政
策
研
究
会
編
・
前
掲
注
（
20
）
一
二
頁
。

（
51
）　
食
品
安
全
基
本
政
策
研
究
会
編
・
前
掲
注
（
20
）
二
〇
頁
。

（
52
）　
食
品
安
全
基
本
政
策
研
究
会
に
よ
っ
て
、「『
総
合
的
に
』
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
り
、
幅
広
く
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
食
品
安
全
基
本
政
策
研
究
会
編
・
前
掲
注
（
20
）
一
八
頁
）。

（
53
）　
食
品
安
全
基
本
政
策
研
究
会
編
・
前
掲
注
（
20
）
二
〇
─
二
一
頁
。

（
54
）　
食
品
安
全
基
本
政
策
研
究
会
編
・
前
掲
注
（
20
）
一
〇
頁
。

（
55
）　
食
品
安
全
基
本
政
策
研
究
会
編
・
前
掲
注
（
20
）
一
三
─
一
四
頁
。

（
56
）　
食
品
安
全
基
本
政
策
研
究
会
編
・
前
掲
注
（
20
）
一
〇
頁
。

（
57
）　
食
品
安
全
基
本
政
策
研
究
会
編
・
前
掲
注
（
20
）
二
四
─
二
五
頁
。

（
58
）　
第
一
九
三
回
国
会
参
議
院
消
費
者
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
四
号
（
二
〇
一
七
年
四
月
五
日
）
二
三
頁
（
天
羽
隆
（
農
林
水
産
省
生
産
局
農

産
部
長
）
発
言
部
分
）。

（
59
）　
第
一
九
三
回
国
会
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
議
録
第
四
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
二
三
日
）
一
〇
頁
（
柄
澤
彰
（
農
林
水
産
省
政
策
統
括
官
）
発
言
部
分
）。

（
60
）　
農
林
水
産
省
「
主
要
農
作
物
種
子
法
（
種
子
法
）
の
廃
止
に
つ
い
て
～
よ
く
あ
る
ご
質
問
～
」〈https://w

w
w

.m
aff

.go.jp/j/seisan/ryutu/info/
attach/pdf/171116-3.pdf

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
三
〇
日
）（
Ｑ
三
種
子
の
品
質
は
ど
の
よ
う
に
か
く
ほ
さ
れ
る
の
で
す
か
？
）。

（
61
）　
主
要
農
作
物
種
子
法
で
は
、「
指
定
種
子
生
産
者
は
、
…
…
ほ
場
審
査
証
明
書
に
係
る
指
定
種
子
生
産
ほ
場
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
主
要
農
作
物
の
種
子
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食
料
へ
の
権
利
に
基
づ
く
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
の
問
題
点
（
土
屋
）�

四
九

に
つ
い
て
、
生
産
物
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
（
同
法
四
条
二
項
）。
都
道
府
県
に
よ
り
、
流
通
前
の
全
ロ
ッ
ト
を
対
象
に

「
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
と
し
て
具
備
す
べ
き
最
低
限
度
の
品
質
」（
同
法
四
条
六
項
）
が
審
査
さ
れ
、
証
明
書
の
発
行
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
品
質
が
確

認
さ
れ
て
き
た
（
農
林
水
産
省
「
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
に
つ
い
て
（
平
成
二
九
年
一
一
月
一
五
日
付
け
二
九
政
統
第
一
二
三
八
号
農
林
水
産
事
務
次
官

依
命
通
知
）」〈https://w

w
w

.m
aff

.go.jp/j/seisan/ryutu/info/attach/pdf/171116-19.pdf

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
三
月
二
一
日
））。

（
62
）　
農
林
水
産
省
・
前
掲
注
（
61
）。

（
63
）　
第
一
九
六
回
参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
会
議
録
第
五
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
二
三
日
）
一
八
頁
（
柄
澤
彰
（
農
林
水
産
省
政
策
統
括
官
）
発
言
部
分
）

（
64
）　
農
林
水
産
省
「
指
定
種
苗
制
度
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
（
未
定
稿
）（
令
和
三
年
三
月
版
）」〈https://w

w
w

.m
aff

.go.jp/j/shokusan/tizai/syubyo/at

　

tach/pdf/index-11.pdf

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
三
〇
日
）
一
四
頁
（
問
五
四
表
示
以
外
に
種
苗
業
者
が
遵
守
す
べ
き
基
準
は
あ
る
の
か
。）。

（
65
）　
農
林
水
産
省
・
前
掲
注
（
64
）
一
五
頁
（
問
五
六
品
種
特
性
上
、
発
芽
率
が
基
準
に
満
た
な
い
種
子
は
販
売
が
で
き
な
い
の
か
。）。

（
66
）　
農
林
水
産
省
「
主
要
農
作
物
種
子
法
制
度
運
用
基
本
要
綱
（
昭
和
六
一
年
一
二
月
一
八
日
付
け
六
一
農
蚕
第
六
七
八
六
号
農
林
水
産
事
務
次
官
依
命
通

知
）
及
び
主
要
農
作
物
種
子
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
（
昭
和
六
一
年
一
二
月
一
八
日
付
け
六
一
農
蚕
第
六
八
〇
〇
号
農
林
水
産
省
農
蚕
園
芸
局
長
通
知
）」

〈https://w
w

w
.m

aff
.go.jp/j/seisan/ryutu/info/attach/pdf/171116-12.pdf

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
三
〇
日
）。

（
67
）　
新
山
陽
子
「
食
品
由
来
の
リ
ス
ク
に
ど
う
向
き
合
う
か
」
農
業
と
経
済
六
八
巻
一
四
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一
四
─
一
八
頁
。

（
68
）　「
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
〇
年
法
律
第
四
六
号
）」
に
よ
る
食
品
衛
生
法
の
主
な
改
正
内
容
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生

管
理
の
制
度
化
の
他
に
も
、
広
域
的
な
食
中
毒
事
案
へ
の
対
策
強
化
、
特
別
の
注
意
を
必
要
と
す
る
成
分
等
を
含
む
食
品
に
よ
る
健
康
被
害
情
報
の
収
集
、
国

際
整
合
的
な
食
品
用
器
具
・
容
器
包
装
の
衛
生
規
制
の
整
備
、
営
業
許
可
制
度
の
見
直
し
及
び
営
業
届
出
制
度
の
創
設
、
食
品
の
リ
コ
ー
ル
情
報
の
報
告
制
度

の
創
設
、
輸
入
食
品
の
安
全
性
確
保
、
お
よ
び
食
品
輸
出
関
係
事
務
の
法
定
化
が
あ
る
（
厚
生
労
働
省
「
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
概
要

─
─
改
正
の
概
要
」〈https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/content/11131500/000481107.pdf

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
三
〇
日
））。

（
69
）　
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
は
、
二
〇
一
九
年
六
月
一
三
日
に
公
布
さ
れ
、
二
〇
二
〇
年
六
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
食
品
衛
生
法
の
改
正

過
程
に
つ
い
て
は
、
下
山
憲
治
「
食
品
衛
生
法
等
の
改
正
に
つ
い
て
」
自
治
総
研
四
八
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
─
三
一
頁
を
参
照
。

（
70
）　
食
品
等
事
業
者
は
、「
食
中
毒
菌
汚
染
等
の
危
害
要
因
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
（H

azard A
nalysis

）
し
た
上
で
、
原
材
料
入
荷
か
ら
製
品
出
荷
ま
で
の

全
工
程
の
中
で
、
危
害
要
因
を
除
去
低
減
さ
せ
る
た
め
に
特
に
重
要
な
工
程
（Critical Control Point

）
を
管
理
し
、
製
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
」
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
、
規
模
や
業
種
等
を
考
慮
し
た
一
定
の
営
業
者
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
う
食
品
の
特
性
等
に
応
じ
た
衛
生
管
理
が
求
め
ら
れ
る
。
取
り
扱

う
食
品
の
特
性
等
に
応
じ
た
取
組
と
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
衛
生
管
理
で
あ
り
、
各
業
界
団
体
が
作
成
す
る
手
引
書
を
参
考
に
、
簡
略
化

さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
衛
生
管
理
を
行
う
。
取
り
扱
う
食
品
の
特
性
等
に
応
じ
た
取
組
の
対
象
で
あ
っ
て
も
、
希
望
す
る
事
業
者
は
、
段
階
的
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
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〇

Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
衛
生
管
理
等
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
（
厚
生
労
働
省
・
前
掲
注
（
68
））。

（
71
）　
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー
「
第
三
章
　
製
造
過
程
の
管
理
」『
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
基
盤
強
化
の
た
め
の
衛
生
・
品
質
管
理
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
二
〇
一
四
年
版
）

〈https://haccp.shokusan.or.jp/w
p-content/uploads/2016/02/h25m

anual_3.pdf

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
三
〇
日
）
五
三
頁
。

（
72
）　
厚
生
労
働
省
「
特
集
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
食
の
衛
生
管
理
を
“
見
え
る
化
”
す
る
」〈https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/stf/houdou_
kouhou/kouhou_shuppan/m

agazine/202005_00001.htm
l

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
三
〇
日
）。

（
73
）　
厚
生
労
働
省
「
総
合
衛
生
管
理
製
造
過
程
の
承
認
と
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
（
平
成
八
年
一
〇
月
二
二
日
付
け
衛
食
第
二
六
二
号
・
衛
乳
第
二

四
〇
号
）」〈https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/topics/syokuchu/kanren/kanshi/dl/961022-1.pdf

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
三
〇
日
）。

（
74
）　
厚
生
労
働
省
「
農
業
及
び
水
産
業
に
お
け
る
食
品
の
採
取
業
の
範
囲
に
つ
い
て
（
令
和
二
年
五
月
一
八
日
付
け
薬
生
食
監
発
〇
五
一
八
第
一
号
）」

〈https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/content/11130500/000631460.pdf

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
三
〇
日
）。

（
75
）　
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
と
は
、「
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
）
を
細
胞
か
ら
取
り
出
し
、
遺
伝
子
の
構
成
や
並
び
方
を
変
え
、
元
の
生
物
や
別
の
種
類

の
生
物
の
細
胞
に
入
れ
て
働
か
せ
る
技
術
」
で
あ
り
、「
遺
伝
子
組
換
え
（
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
）
食
品
と
は
、
他
の
生
物
か
ら
有
用
な
性
質
を
持
つ
遺

伝
子
を
取
り
出
し
、
そ
の
性
質
を
持
た
せ
た
い
植
物
な
ど
に
組
み
込
む
技
術
（
遺
伝
子
組
換
え
技
術
）
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
食
品
」
で
あ
る
。「
従
来
の
交

配
に
よ
る
品
種
改
良
で
も
自
然
に
遺
伝
子
の
組
換
え
は
起
き
て
お
り
、
人
工
的
に
起
こ
し
た
遺
伝
子
の
突
然
変
異
を
利
用
す
る
こ
と
も
」
あ
る
が
、「
遺
伝
子

組
換
え
技
術
が
従
来
の
品
種
改
良
と
異
な
る
点
は
、
人
工
的
に
遺
伝
子
を
組
み
換
え
る
た
め
、
生
物
の
種
類
に
関
係
な
く
い
ろ
い
ろ
な
生
物
を
品
種
改
良
の
材

料
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
農
作
物
な
ど
の
改
良
の
範
囲
を
大
幅
に
拡
大
で
き
た
り
、
改
良
の
期
間
が
短
縮
で
き
た
り
す
る
こ
と
」
に
あ
る
（
厚
生
労
働
省
「
遺

伝
子
組
換
え
食
品
Ｑ
＆
Ａ
（
平
成
二
三
年
六
月
一
日
改
訂
第
九
版
）」〈https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/topics/idenshi/dl/qa.pdf

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
二

年
八
月
三
〇
日
）
一
─
三
頁
）。

（
76
）　「
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
と
は
、
特
定
の
機
能
を
付
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
染
色
体
上
の
特
定
の
塩
基
配
列
を
認
識
す
る
酵
素
を
用
い
て
そ
の
塩
基
配

列
上
の
特
定
の
部
位
を
改
変
す
る
技
術
」
で
あ
る
（
厚
生
労
働
省
「
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
食
品
衛
生
上
の
取
扱
要
領
（
令
和
元
年
九
月

一
九
日
大
臣
官
房
生
活
衛
生
・
食
品
安
全
審
議
官
決
定
）」〈https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/content/000709708.pdf

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
三
〇

日
））。

（
77
）　
厚
生
労
働
省
・
前
掲
注
（
75
）
六
頁
。

（
78
）　
よ
り
具
体
的
に
は
、「
遺
伝
子
の
状
況
が
最
終
的
に
外
来
の
遺
伝
子
及
び
そ
の
一
部
を
含
む
場
合
」
に
は
、「
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
に
該
当
す
る
も
の
と
し

て
、
…
…
安
全
性
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
」（
厚
生
労
働
省
・
前
掲
書
（
76
））。

（
79
）　「
結
果
的
に
外
来
遺
伝
子
が
入
っ
て
い
な
い
と
わ
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
、
従
来
の
品
種
改
良
技
術
を
用
い
た
食
品
と
同
じ
」
も
の
と
し
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食
料
へ
の
権
利
に
基
づ
く
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
の
問
題
点
（
土
屋
）�

五
一

て
捉
え
ら
れ
る
。「
安
全
性
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
従
来
の
品
種
改
良
を
用
い
た
食
品
と
同
じ
」
で
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
（
農
林
水
産
省
「
ゲ
ノ

ム
編
集
技
術
を
用
い
た
農
林
水
産
物
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」〈https://w

w
w

.m
aff

.go.jp/j/syouan/nouan/carta/tetuduki/attach/pdf/201225_sym

　

po-19.pdf

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
三
〇
日
）
三
頁
）。

（
80
）　
農
林
水
産
省
・
前
掲
注
（
79
）
五
頁
。
現
状
に
お
い
て
、
ゲ
ノ
ム
編
集
に
お
け
る
特
定
の
遺
伝
子
の
「
変
異
は
、
自
然
の
変
異
や
放
射
線
に
よ
る
変
異
等
、

従
来
の
突
然
変
異
と
同
等
の
変
異
」
で
あ
る
た
め
に
、「
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
る
変
異
と
突
然
変
異
で
起
き
た
変
異
は
、
科
学
的
に
区
別
で
き
」
な
い
（
同
書
一

頁
）。
理
由
と
し
て
、「
遺
伝
子
組
換
え
食
品
に
該
当
し
な
い
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
応
用
食
品
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
変
異
と
従
来
の
育
種
技
術
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
変
異
と
を
判
別
し
検
知
す
る
た
め
の
実
効
的
な
検
査
法
が
確
立
さ
れ
て
い
」
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
（
同

書
七
頁
）。

（
81
）　
瀬
川
信
久
は
、「
製
造
物
責
任
法
は
、
消
費
社
会
が
一
定
の
特
質
を
備
え
た
と
き
に
必
要
と
さ
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。「
大
量
生
産
・
大
量
販
売
、
そ
れ
に

結
び
つ
い
た
連
鎖
型
の
流
通
機
構
」
に
よ
っ
て
、「
製
造
者
が
消
費
者
に
対
し
直
接
に
、
契
約
責
任
的
な
責
任
を
負
う
基
盤
が
あ
る
」
こ
と
、
ま
た
、「
製
品
が

高
度
な
科
学
技
術
と
複
雑
な
製
造
工
程
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
、
複
雑
な
構
造
を
も
つ
た
め
に
、
製
品
の
危
険
性
に
つ
い
て
の
知
識
・
判
断
能
力
の
格
差
が
、
製

造
者
と
消
費
者
の
間
で
大
き
く
な
っ
た
」
こ
と
か
ら
、「
行
政
規
制
だ
け
で
は
不
十
分
に
な
り
」、「
賠
償
責
任
制
度
に
よ
っ
て
被
害
者
の
救
済
だ
け
で
な
く
事

故
の
抑
止
」
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
国
際
化
に
伴
い
、
日
本
の
製
品
安
全
制
度
を
対
外
的
に
明
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
（
瀬

川
信
久
「
消
費
社
会
の
構
造
と
製
造
物
責
任
法
」『
岩
波
講
座
　
現
代
の
法
一
三
　
消
費
生
活
と
法
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
一
九
四
─
一
九
五
頁
）。

（
82
）　「
過
失
」
と
は
、
心
理
的
な
予
見
な
い
し
予
見
可
能
性
を
内
容
と
し
（
主
観
的
過
失
）、
加
害
者
の
個
人
的
な
事
情
を
考
慮
す
る
概
念
で
あ
る
（
具
体
的
注

意
義
務
）
が
、「
欠
陥
」
は
不
特
定
多
数
の
消
費
者
の
保
護
を
目
的
と
し
、
製
造
者
の
注
意
義
務
は
客
観
的
、
抽
象
的
で
あ
る
（
根
岸
哲
「
規
制
緩
和
と
消
費

者
保
護
」
長
尾
治
助
・
中
坊
公
平
編
代
『
消
費
者
法
の
国
際
化
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
六
年
）
四
八
頁
）。

（
83
）　
農
林
水
産
省
・
前
掲
注
（
79
）
七
頁
。
未
加
工
農
林
水
産
物
を
含
め
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、「
基
本
的
に
自
然
の
力
を
利
用
し
て
生
産
が
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
高
度
に
加
工
さ
れ
た
工
業
製
品
と
は
生
産
形
態
に
著
し
い
差
異
が
あ
る
こ
と
」、「
過
度
の
危
険
管
理
能
力
を
求
め
る
こ
と
は
、
農
林
業
業
者
に
酷
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
」、「
責
任
主
体
を
販
売
事
業
者
と
す
る
と
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ
、
農
林
漁
業
者
を
責
任
主
体
と
す
る
と
生
産
者
特
定
に
膨
大
な
コ

ス
ト
が
か
か
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
四
年
の
日
本
の
製
造
物
責
任
法
の
制
定
当
時
に
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
も
未
加
工
農
林
水
産
物
を
製
造

物
に
含
め
て
い
る
の
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
（
小
沢
光
雄
「
食
品
」
立
法
と
調
査
一
八
二
号
（
一
九
九
四
年
）
一
五
頁
）。

（
84
）　
小
沢
・
前
掲
注
（
83
）
一
五
頁
。

（
85
）　
升
田
純
「
遺
伝
子
組
換
食
品
と
製
造
物
責
任
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
七
二
六
号
（
二
〇
〇
一
年
）
三
四
─
三
五
頁
。

（
86
）　Council D

irective 85/374/EEC on the approxim
ation of the law

s, regulations and adm
inistrative provisions of the M

em
ber 
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States concerning liability for defective products, O
J L 210, 7.8.1985, pp. 29

─33.
（
87
）　D

irective 1999/34/EC of the European Parliam
ent and of the Council of 10 M

ay 1999 am
ending Council D

irective 85/374/
E

E
C on the approxim

ation of the law
s, regulations and adm

inistrative provisions of the M
em

ber States concerning liability 
for defective products, O

J L 141, 4.6.1999, pp. 20

─21.

（
88
）　
総
務
庁
編
『
規
制
緩
和
白
書
（
二
〇
〇
〇
年
版
）』（
大
蔵
省
印
刷
局
、
二
〇
〇
〇
年
）
九
三
頁
。

（
89
）　
松
本
恒
雄
「
消
費
者
政
策
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
意
義
と
限
界
」
自
由
と
正
義
六
七
巻
七
号
（
二
〇
一
六
年
）
四
九
頁
。

（
90
）　
内
閣
府
国
民
生
活
局
編
・
前
掲
注
（
49
）
五
八
頁
。

（
91
）　
近
藤
充
代
「
現
代
市
場
に
お
け
る
消
費
者
の
権
利
と
法
」『
公
益
事
業
の
規
制
改
革
と
競
争
政
策
』
日
本
経
済
法
学
会
年
報
二
三
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一

五
七
頁
。

（
92
）　
消
費
者
庁
「
消
費
者
基
本
計
画
」（
二
〇
二
一
年
六
月
一
五
日
改
定
）〈https://w

w
w

.caa.go.jp/policies/policy/consum
er_policy/basic_plan/

assets/basic_plan_210615_0001.pdf

〉（
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
三
〇
日
）。

（
93
）　
消
費
者
庁
・
前
掲
注
（
92
）
一
一
頁
。

＊
　
お
詫
び
と
訂
正
：
拙
稿
「
食
料
へ
の
権
利
に
基
づ
く
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
の
問
題
点
─
─
規
制
緩
和
・
撤
廃
立
法
に
対
す
る
司
法
審
査
の
必
要

性
（
上
）」
法
学
志
林
一
一
九
巻
四
号
五
頁
二
行
目
に
お
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
次
の
と
お
り
訂
正
い

た
し
ま
す
。

　【
誤
】「
…
…
世
界
的
な
品
質
保
護
制
度
…
…
」

　【
正
】「
…
…
世
界
的
な
品
種
保
護
制
度
…
…
」

＊
　
本
研
究
はJSPS

科
研
費JP19K

13500

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

＊
　
本
稿
は
、
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
等
に
関
す
る
違
憲
確
認
訴
訟
に
お
い
て
裁
判
所
に
提
出
し
た
意
見
書
を
修
正
し
た
も
の
で
す
。
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